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複式第３・４学年　算数科学習指導案
Ⅱ組　３年　男子３名　女子４名　　　　

４年　男子４名　女子４名　計15名
指　導　者　　　　池　田　克　則

１　題　　材　　第３学年「かけ算のひっ算」，第４学年「１けたでわるわり算」

２　題材について
　(1)　本題材の位置とねらい

（第３学年）
これまで子どもたちは，一つ分の大きさが決

まっているときに，その幾つ分に当たる大きさ
を求める活動を通して，１位数同士の乗法の意
味や計算の仕方を理解してきている。また，交
換法則や結合法則，分配法則といった乗法の性
質もとらえてきている。このような活動を通し
て，子どもたちは，単位となる大きさの幾つ分
としてとらえる単位の考えや乗法の性質を基に
して乗法九九を用いて計算の仕方を考えていこ
うとする類推的な考え方を深めてきている。　
　そこで，本題材では，（２，３位数）×（１位
数）になる場合の計算の仕方を考える活動を通
して，乗法の意味や計算の仕方を理解し，乗法
の計算ができるようになることをねらいとして
いる。そして，計算の仕方を考える中で，被除
数を１０や１００のまとまりでとらえる単位の
考えや被乗数が大きくなっても乗法の性質や乗
法九九を用いて答えを求めていこうとする類推
的な考え方，計算の手順を形式的にまとめてい
こうとする一般化の考え方を一層深めていこう
とするものである。　

ここでの学習で培われた単位の考えや類推的
な考え方，一般化の考え方は，（２位数）×（２
位数）といった乗数を拡張した計算の仕方を考
える学習へと発展していくものである。

（第４学年）
これまで子どもたちは，ある数量を幾つかに

等分したときの一つ分の大きさを求めたり，あ
る数量の中に与えられた数量が幾つ分あるかを
求めたりする活動を通して，除数と商が１位数
の除法の意味や計算の仕方を理解してきている。
また，被除数，除数に同じ数をかけてもわって
も商は変わらないという除法の性質もとらえて
きている。このような活動を通して，子どもた
ちは，被除数を１０や１００のまとまりの幾
つ分としてとらえる単位の考えや除法では乗法
九九を用いて計算の仕方を考えていこうとする
類推的な考え方を深めてきている。

そこで，本題材では，（２，３位数）÷（１位
数）になる場合の計算の仕方を考える活動を通
して，除法の意味や計算の仕方を理解し，除法
の計算ができるようになることをねらいとして
いる。そして，計算の仕方を考える中で，被除
数を１０や１００のまとまりでとらえる単位の
考えや乗法九九や除法の性質を用いて答えを求
めていこうとする類推的な考え方，計算の手順
を形式的にまとめていこうとする一般化の考え
方を一層深めていこうとするものである。

ここでの学習で培われた単位の考えや類推的
な考え方は（２・３位数）÷（２位数）といっ
た除数を拡張した計算の仕方を考える学習へと
発展していくものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　乗法や除法には，乗数や除数が１位数の場合，被乗数や被除数の数範囲が広がっても，被乗数や
被除数を１０や１００のまとまりとしてとらえ位ごとに分けて考えれば，既習である乗法九九を用
いて計算できるといったよさがある。また，この計算の仕方を基にして形成された筆算には，計算
の過程が簡潔・明瞭に表されていて，手際よく処理できるといったよさがある。さらに，乗法と除
法は逆算になっており，数量の関係を確かめるときに用いられるといったよさもある。
このようなよさを味わわせていくには，被乗数や被除数の位のまとまりに着目し，そのまとまりで
考えることで，乗法九九を用いて計算しやすくなり，その計算の仕方を基に筆算をつくり出してい
く過程を大切にしたい。そのために，半具体物等を用いて実際に操作したり，その過程を絵や図，
式に表したり，説明したりしながら計算の意味や計算の仕方を考えていく活動を重視したい。具体
的には，次の通りである。
　第３学年では，まず被乗数が２位数の場合の 　第４学年では，まず，乗法九九を２回適用す
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計算の仕方を考えさせる。被乗数を二つの１位
数に分けたり，十の位と一の位に分けたりする
など多様な計算の仕方について話し合う。その
際に，半具体物等の操作と関連させながら，よ
り効率的な計算の仕方はどれか，筆算に結びつ
く考え方はどれか話し合わせる。
　次に，被乗数を３位数まで拡張し，計算の仕
方を考えさせる。その際，被乗数が大きくなっ
ても，これまで学習したことを生かして位ごと
のまとまりに分けて計算すればよいことに気付
かせるようにする。

る除法の計算の仕方を考えさせる。被除数を乗
法九九を用いることができる数に分けたり，十
の位，一の位に分けたりするなどの多様な計算
の仕方について話し合う。その際に，半具体物
の操作と関連させながら，より効率的な計算の
仕方はどれか，筆算に結びつく考え方はどれか
話し合わせる。
　次に，被除数を３位数まで拡張し，計算の仕
方を考えさせる。その際に，被除数が大きくなっ
ても，これまで学習したことを生かして位ごと
のまとまりに分けて計算すればよいことに気付
かせるようにする。

　さらには，単に計算問題を解くだけではなく，計算について考える力を培い，これからの学習内
容との関連がはかれるようにするために，数カードを使ったゲームや問題作りなどの発展的な課題
に取り組ませる。
　なお，展開時の間接指導時にはガイド学習を行い，「ふかめる」段階の話し合いでは，「伝え方」や「聞

き方」，「問い返し方」といった学びを深める「学び方」を発揮させるようにする。その際，互いの
考えを交流させたり，共通点や相違点について話し合わせたりすることで，単位の考えや類推的な
考え方といった数学的な見方や考え方に気付かせていく。また，「いかす」段階においては，異年
齢集団において学習内容の深まりや学びを深める「学び方」についてふり返らせ，互いに学び合え
たことを称賛・価値付けていく。
　このような学習を通して，子どもたちは，乗法や除法のよさを実感し，日常生活の中に生かそう
とする意欲を高めることになる。また，自らの「問い」をより高次なものへと連続・発展していこ
うとしたり，友だちに自ら進んでかかわり，互いのよさを認め合いながら学習に取り組もうとした
りする態度を培うことができると考える

(3)　子どもの実態（調査人数及び調査方法　３・４年生　15名　質問紙法）

　本学級の子どもたちの乗法，除法についての実態は次の通りである。（単位：名）
第３学年（７名） 第４学年（８名）

　次の計算をしましょう。また，どのように
考えたのか，説明しましょう。
①　７×８　②　２１×４　③　７１×４
④４６×７　⑤３１２×３　⑥４６１×３

○　正当数

　次の計算をしましょう。また，どのように
考えたのか，説明しましょう。
①　９０÷３　②　３６÷３　③　７２÷６
④　７４÷３　⑤６３９÷３

○　正当数
問題番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 問題番号 ① ② ③ ④ ⑤
正当数 ７ ７ ７ ７ ７ ７ 正当数 ７ ６ ５ ６ ６

○　考え方 ○　考え方
考え方 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 考え方 ① ② ③ ④ ⑤
かけ算九九を用いて ０ ０ ０ ０ ０ ０ かけ算で ２ ４ ５ ４ ２
同数累加の考えで ７ ５ ４ ３ ４ ４ 被除数を九九が適用できるように分けて ４ ０ ０ ０ ０
位ごとに分けて ０ １ ２ ３ ２ ２ 被除数を位ごとに分けて ０ １ ０ ０ ３
筆算で ０ １ １ １ １ １ 筆算で １ １ ０ １ １
計算と図等を関連させて ０ ０ ０ ０ ０ ０ 筆算と図等を関連させて ０ ０ ０ ０ ０

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ６ ５ ５ ６
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　３年生の子どもは，同数累加を用いた解決を
している子が多い。同数累加の考えでは，被乗
数が拡張してもその考えを用いて解き進めるこ
とができている。また，位ごとに分けて解決し
ている子も見られるが，計算を図等と関連させ
て考えておらず，形式的に理解していると考え
る。そこで，これまでのように乗法九九を用い
て考えていくには，被乗数を他の数の和・差・
積と見るなど数を多様に見て被乗数をどのよう
に分ければよいか話し合いながら，図等と関連
させて説明することで筆算の仕組みにつなげて
いく必要がある。

　４年生の子どもは，かけ算を用いて解決してい
る子が多い。また，被除数を九九が適用できるよ
うに分けたり，位ごとに分けてたり，１０のまと
まり見出して考えたりしている子どもがいるこ
とから，多様な解決が見出せる子どもたちもい
る。しかし，筆算で解決している子どもにおいて
は，図など他の方法との関連させて考えておらず，
形式的に理解していると考える。そこで，これま
でのように乗法九九を用いて考えていくには，被
除数をどのように分ければよいか話し合いながら，
図等と関連させて説明することで筆算の仕組みに
つなげていく必要がある。

 (4)　指導上の留意点

ア　数の見方を広げ，筆算のよさを感じること
ができるようにするために，被乗数に分け方
が多様にある数値を設定し，多様な考えを引
き出したり子どもたちとは違う考えを提示し
たりして，多様性にふれさせる。そして，出
された考えを簡潔性や一般性といった視点で
吟味し，筆算と結び付けて考えさせるように
する。

イ　自分の考えをもち，表現することができる
ようにするために，半具体物の操作を取り入
れたり，多様な計算の仕方を提示して比較し
図等と関係付けて説明したりながらよりよい
考えに気付けるようにする。

ア　数の見方を広げ，筆算のよさを感じるこ
とができるようにするために，被除数の分け
方が多様にある数値を設定し，出された多様
な考えを，簡潔性や一般性といった視点で比
較・吟味していくようにする。そして，筆算
と結び付けながら考えさせるようにする。ま
た，分ける過程について吟味することで，大
きな位から割り進めることの意味をとらえさ
せるようにする。

イ　自分の考えをもち，表現することができる
ようにするために，多様な計算の仕方を比較
しながら図などと関係付けて説明することで
よりよい考えに気付けるようにする。

ウ　異学年集団において，かかわり合う中で単位の考えや類推的な考え方といった数学的な見方や
考え方に気付いたり，筆算のよさに気付いたりするなど学びを深めるために，考え方の共通点は
何かといった観点互いの考えを比較し，筆算と関係付けながら説明させる。また，「いかす」段
階では，わかったことや考える際によかった考え，話し合いが活性化したときの問い返し方等を
振り返らせ，称賛・価値付けを行うようにする。その際に，学びを深める「学び方」が互いの考
えを高めていることにつながったことに気付かせるようにする。

エ　子ども同士による主体的な学習を展開させるために，直接指導では，問題を解決するときにど
のようにすればよいかといった目的や方向性を明確に示すようにする。また，間接指導では，伝
えたり，問い返したりしながら学びを深める「学び方」を発揮させ，何が問題となっているのか
を明確にしたり，出された考えを比較・吟味させることを通して，共通する大切な考えに気付か
せたりしていく。さらに，小黒板やノートに自分の考えを分かりやすくまとめさせ，自分の考え
と友達の考えを比較しながら共通点や差異点を見つけ出し，互いの考えの根拠を基に話合いを進
められるようにする。

３　目　　標
（1）　乗法や除法の計算の仕方に関心をもち，多様な計算の仕方や筆算形式の計算の仕方を考える活

動に意欲的に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこうとすることができる。
（2）・　単位の考えや類推的な考え方で，（２，３

位数）の計算の仕方を考え，それを筆算の
仕方と結び付けて考えることができる。

　　・　問題場面とらえたり，計算の仕方を考え
たりする中で，半具体物の操作，乗法九九
などを用いた自分なりの解決方法を表現す
ることができる。

（3）（２，３位数）×（１位数）の筆算の仕方が
分かり，正しく計算することができる。

（2）・　単位の考えや類推的な考え方で，商が２
位数，３位数になる場合の（２，３位数）÷

（１位数）の計算の仕方を考え，それを筆算
の仕方と結び付けて考えることができる。

　　・　計算の仕方を考える中で，絵や図を，半
具体物の操作，乗法九九などを用いた自分
なりの解決方法を表現することができる。

（3）（２，３位数）÷（１位数）の筆算の仕方が
分かり，正しく計算することができる。

（4）　同学年の交流を通して，図や式などを活用して伝えたり，考えの分からないところを問い返し
たりする。
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４　指導計画（第３学年：全10時間，第４学年：全12時間）（○は話合いがある時間，◎は，重点的に教師が関わる時間）

小題材 主な学習活動（第３学年） 重点化 主な学習活動（第４学年） 小題材
計算の
仕方を
考えよ
う①

１　（２位数）×（１位数）の計算
の仕方を乗法九九や計算のきまり
を用いて考える。 ◎ ○

１　（２位数）÷（１位数）の計
算の仕方を乗法九九や計算の
きまりを用いて考える。

計算の
仕方を
考えよ
う②

（ ２ け
た）×

（ １ け
た）の
計算④

２　被乗数が何十，何百の場合の計
算の仕方を考える。 ◎ ○ ２　（２位数）÷（１位数）の計

算の仕方をレポートにまとめる。
３　繰り上がりがない（２位数）×
（１位数）の計算の仕方を考える。 ◎ ○

３　商が１位数で，繰り下がり
のない（２位数）÷（１位数）
の計算の仕方を考える。

わり算
の筆算
①

４　繰り上がりがある（２位数）×
（１位数）の計算の仕方を考える。 ○ ○

４　商が２位数で，繰り下がり
のない（２位数）÷（１位数）
の計算の仕方を考える。

商が２
けたの
わり算
③５　部分積同士の和で繰り上がる

（２位数）×（１位数）の計算の
仕方を　考え，練習問題をする。

○ ◎
５　商が２位数で，繰り下がり

のある（２位数）÷（１位数）
の計算の仕方を話し合う。

（ ３ け
た）×

（ １ け
た）の
計算②

６　繰り上がりのない（３位数）×
（１位数）の計算の仕方を考える。

� （本時６／１０）
○ ◎

６　余りのある除法や，商に０
が立つ除法の筆算の仕方を考
える。

７　繰り上がりのある（３位数）×
（２位数）の計算の仕方を考える。 ○ ○

７　商が３位数になる場合の（３
位数）÷（１位数）の計算の仕
方を考える。

（ ３ 位
数）÷

（ １ 位
数）の
計算③暗算① ８　（２位数）×（１位数）の暗算

の暗算の仕方を考える。 ○ ◎
８　商が２位数になる場合の（３

位数）÷（１位数）の計算の仕
方を考える。（本時８／１２）

練習① ９　練習問題をする。 ○ ◎ ９　商に空位のある筆算や簡単
な暗算の仕方を考える。

力だめ
し①

10　乗法に関する習熟や発展的な課
題に取り組む。 ◎

10　問題場面から数量の関係を
とらえ，乗法か除法になるか判
定し式に表す。

どんな
式にな
るかな
①

次題材 ○ 11　練習問題をする。 練習①

○ 12　除法に関する習熟や発展的
な課題に取り組む。

力だめ
し①

５　本　　時（第３学年：６／１０　，第４学年：８／１２）
　（1）目　標

繰り上がりのない（３位数）×（１位数）の
計算の仕方を考える活動を通して，被乗数が３
位数になっても，位ごとに分けると乗法九九を
使って計算しやすくなることに気付き，正しく
計算することができる。

商が２位数になる場合の（３位数）÷（１位
数）の計算の仕方を考える活動を通して，百の
位を１０のまとまりのいくつ分とみることで乗
法九九を使って計算しやすくなることに気付き，
正しく計算することができる。

（2）本時の展開に当たって
本時では，被乗数を位ごとに分けるよさを実

感させることが大切である。そこで，位ごとに
分けた場合と分けていない場合とを比較させな
がら展開していく。

本時では，百の束を分解して十の束としてと
らえなおすことが大切である。そこで，商が立
たない百の位は計算せずに筆算を進めていく場
合と百の束を十の束としてとらえて計算する場
合とを比較させながら展開していく。

学年別指導の中で，ガイドの司会による話合いを中心とした学習を行う。その際，小黒板にまと

めた自分の考えを伝え合い，相手の考えが分からないときには「なぜ」と問い返すことで，互いの

根拠を比較し自分の考えとの共通点や差異点に気付かせていく。また，終末段階では，自分の考え
を「強固・付加・修正」されたことに気付かせるために，「思考の過程」，「思考の観点」，「他者と
のかかわり」の観点から学習を振り返り，称賛・価値付けを行う。
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。
池

の
ま

わ
り

に
，

１
し

ゅ
う

の
長

さ
が

21
3

が
紙

色
ｍ

25
4
ま

い
あ

り
ま

す
。

３
人

で
同

じ
数

ず
分

人
１

，
と

る
け

分
つ

２
ま

り
走

う
ゅ

し
３

を
道

の
こ

。
す

ま
り

あ
が

道
の

は
何

ま
い

で
，

あ
ま

り
何

ま
し

で
い

。
か

う
ょ

し
で

た
っ

走
ｍ

何
で

部
全

，
た

し
ょ

う
か

。
(

1)
式

を
考

え
る

。
(

1)
式

を
考

え
る

。
・

・
。

だ
算

計
の

）
た

け
１

（
×

）
た

け
３

（
（

３
け

た
）

÷
（

１
け

た
）

の
計

算
だ

。
・

く
り

上
が

り
は

，
な

い
な

。
・

百
の

位
に

商
が

た
た

な
い

よ
。

(
2

(
５

。
る

す
想

予
を

方
え

考
)

2)
百

の
位

に
商

が
立

た
な

い
理

由
を

話
合

う
。

・
・

百
の

位
に

商
が

立
つ

と
答

え
が

お
か

し
く

な
る

。
２

学
習

問
題

を
焦

点
化

す
る

。
・

百
の

束
の

ま
ま

で
は

，
３

人
で

分
け

ら
れ

な
い

。
。

る
す

化
点

焦
を

題
問

習
学

２
の

ど
，

は
算

計
の

）
た

け
１

（
×

）
た

け
３

（
う

に
考

え
れ

ば
よ

い
だ

ろ
う

か
。

百
の
位

が
分

け
ら

れ
な

い
，（
３

け
た

）
÷

（
１

け
た

）
の

計
算

は
，

ど
の

よ
う

に
考

え
れ

ば
よ

い
。

か
う

ろ
だ

８
。

う
合

話
め

と
ま

に
板

黒
小

え
考

を
方

仕
の

算
計

３
【

絵
や

図
を

使
っ

て
】

【
位

ご
と

に
分

け
て

】
３

計
算

の
仕

方
を

考
え

小
黒

板
に

ま
と

め
話

合
う

。
①
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①
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①
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①
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①
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図
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っ

て
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⑩
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⑩
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÷
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⑩

⑩
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⑩
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0
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３
＝
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⑩
⑩

⑩
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⑩
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３
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⑩
⑩

⑩
⑩

⑩

①
①

①
①

÷
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⑩
⑩

⑩
⑩

⑩
⑩

⑩
⑩

⑩
⑩

10
比

較
【

筆
算

で
】

比
較

【
２

５
４

を
分

け
て

】
８

18
0
÷

３
＝

60
３

２
５

４
60

÷
３

＝
20

２
４

14
÷

３
＝

４
あ

ま
り
２

８

比
較

比
較

７

４
本

時
の

学
習

に
つ

い
て

，
振

り
返

る
。

２
け

た
の

か
け

算
と

同
じ

よ
う

に
位

ご
と

に
分

け
。

る
返

り
振

，
て

い
つ

に
習

学
の

時
本

４
。

る
な

く
す

や
し

算
計

ば
れ

え
考

て
百

の
束

を
ば

ら
し

て
，

十
の

束
と

し
て

考
え

る
５

確
か

め
問

題
を

す
る

。

５

と
計

算
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

５
確

か
め

問
題

を
す

る
。

。
る

返
り

振
を

習
学

の
時

本
６

。
る

返
り

振
を

習
学

の
時

本
６

か
け

ら
れ

る
数

を
位

ご
と

に
分

け
て

考
え

る
と

，
す

ぐ

に
か

け
算

九
九

を
使

え
る

か

ら
計

算
し

や
す

く
な

る
。

（
単

位
の

考
え

）

学
習
問
題
を
焦
点
化

す
る
た
め
に
，
前
時
の

学
習
と
比
較
し
そ
の
違

い
か
ら
被
乗
数
が
３
け

た
で
あ
る
こ
と
に
気
付

か
せ
る
。
ま
た
，
（

2位
数
）
×
（

1位
数
）
の
計

算
を
基
に
，
計
算
方
法

を
類
推
さ
せ
る
。

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

位
ご
と
に
分
け
て
計
算
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
同
じ
だ
ね
。

・
か
け
算
九
九
が
使
え

　
る
ね
。
　

【
筆
算
で
】

２
１

３
×

３
６

３
９

・
か
け
算
九
九
が

す
ぐ
使
え
る
ね
。

【
た
し
算
で
】

２
１

３
２

１
３

＋
２

１
３

６
３

９
・

3回
た
す
の
は
大

変
だ
ね
。

・
位
ご
と
に

3倍
す
れ
ば
よ
い
な
。

こ
の
分
け
方
で
は
，
ど
う
か
な
？

50
×

3＝
15

0
50

×
3＝

15
0

50
×

3＝
15

0

50
×

3＝
15

0
13

×
3＝

39

・
計
算
が
大
変
に
な
る
。

10
0

10
0

・
位
ご
と
に
分
け
ら
れ
な
い
場
合
は
，
ば
ら
せ
ば
い
い
な
。

・
こ
れ
ま
で
学
習
し
た

わ
り
算
が
使
え
る
ね
。

・
か
け
算
九
九
が
す
ぐ

使
え
る
ね
。

ど
れ
も
数
を
ば
ら
し
て
計
算
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
同
じ
だ
ね
。

こ
の
分
け
方
で
は
，
ど
う
か
な
？

20
0÷

3＝
66

あ
ま
り
２

50
÷

3＝
16

あ
ま
り
２

4÷
3＝

１
あ
ま
り
１

・
計
算
が
大
変
に
な
る
。

位
ご

と
に

分
け

て
わ

り
き

れ
な

い
時

に
は

，
ば

ら
し

て

考
え

る
こ

と
で

，
す

ぐ
に

か

け
算

九
九

が
使

い
や

す
く

な

る
。

（
単

位
の

考
え

）

問
題
を
子
ど
も
自
ら
焦

点
化
し
て
い
く
た
め
に
，

式
を
立
て
さ
せ
，
前
時
の

学
習
と
比
較
す
る
こ
と
で

違
い
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
す
る
。

百
の
位
に
商
が
立
た
な

い
互
い
の
根
拠
を
比
較
さ

せ
る
た
め
に
，
筆
算
で
計

算
を
行
い
「
な
ぜ
，
百
の

位
に
商
が
立
っ
て
い
な
い

の
か
」
問
う
。

友
達
の
考
え
と
自
分
の

考
え
を
比
較
さ
せ
考
え
方

の
共
通
点
に
気
付
か
せ
る

た
め
に
，
分
か
ら
な
い
こ

と
等
が
あ
っ
た
ら
を
「
な

ぜ
」
と
問
い
返
し
な
が
ら

考
え
を
伝
え
合
わ
せ
る
。

友
達
の
考
え
と
自
分
の
考

え
の
根
拠
を
比
較
さ
せ
考
え

方
の
共
通
点
に
気
付
か
せ
る

た
め
に
，
分
か
ら
な
い
こ
と

等
が
あ
っ
た
ら
を
「
な
ぜ
」

と
問
い
返
し
な
が
ら
考
え
を

伝
え
合
わ
せ
る
。

共
通
点
を
見
出
さ
せ
る
た

め
に
，
計
算
の
順
番
に
着
目

し
た
り
，
考
え
の
記
述
の
仕

方
に
着
目
し
た
り
し
な
が
ら

話
し
合
わ
せ
る
。

位
ご
と
に
分
け
て
考
え

る
よ
さ
に
気
付
か
せ
る
た

め
に
，
数
の
分
け
方
が
位

ご
と
で
は
な
い
も
の
と
比

較
さ
せ
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。

ガ
イ
ド
役
を
中
心
に
共

通
点
を
見
出
さ
せ
る
た
め

に
，
計
算
の
順
番
に
着
目

し
た
り
，
考
え
の
記
述
の

仕
方
に
着
目
し
た
り
し
な

が
ら
話
し
合
わ
せ
る
。

位
ご
と
に
分
け
て
計
算

す
る
よ
さ
を
実
感
さ
せ
る

た
め
に
，
確
か
め
問
題
に

挑
戦
さ
せ
る
。

数
を
ば
ら
し
て
考
え
る
こ

と
の
よ
さ
に
気
付
か
せ
る
た

め
に
，
数
の
分
け
方
が
複
雑

な
も
の
と
比
較
さ
せ
て
，
違

い
を
考
え
さ
せ
る
。

自
分
や
友
達
の
高
ま
り
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
，
同
学
年
間
で
，
自

分
の
考
え
の
変
容
と
そ
の
理
由
を
話
し
合
わ
せ
る
。

10
0

10
0
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